
○今回の広島県の土砂災害では、これまでの砂防堰堤の整備により、

被害（資産約１，０００億円等）を出さず、大幅に軽減できたと推定。

砂防堰堤により
約１，０００億円
の資産を保全

砂防堰堤の
整備による保全推計値

これまでの
施設整備費用

砂防堰堤が
土石流・流木を捕捉

土石流

7月14日 アジア航測株式会社 撮影

平成30年7月豪雨における広島県内の砂防事業による効果（試算）

整備費
約300億円

被害額
約1000億円


